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樹 高 測 定 誤 差 に関 す る実 証 的研 究(1)

樹高曲線の誤差およびそれが林分材積推定に及ぼす影響について
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         Empirical studies on the errors arising from tree height measurement  (r, 

             Errors of height-diameter curve and their effect upon  the 
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要 旨

この研究は林分構造要因の一つ樹高を測定する際に生ずる各種の誤差を実証的に解析 しようと

したものであって,こ こではその一fと して樹高曲線式の選択,計 算が林分材積の推定に及ぼす

影響について考察を行なった。

表4に 示されるような試験区(ス ギ同令林)か ら収集 した資料について,4つ の現行立木材積

表の適合性の検定を行なったところ,表5の ような結果が得 られた。 したが って新たに材積表を

調製することの必要性が認められたので,一 変数 ・二変数材積式の中か ら各2式 を選び,そ れぞ

れの回帰式およびその精度をしらべた。最 も適合度の高いものとして次の式が選ばれ,こ れに基

づいて作成した表を芦生地方スギ立木幹材積表とした。

14,1119Mti
 (cm)(%)

6  — 10 log V— — 4 .3 0 0 9 0 6 4-2.021946 lo D + 0.912624 lo Hg g  6.82

12  --- 58 log V— —4.272555+1.820774logD+1.080898 log H 5. 27T7_A1Q9(177/1T11CIS2f1Q
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ついでいろいろの樹高曲線式の精度の比較を行なったところ,式 そのものの間には顕著な差は

認められず,む しろ林分の構造などに影響されるような傾向がみられる(表6)。 しか しながら各

樹高曲線は図2に も示 されるように,そ の変化はかなり異なり,あ る直径階においては3m程

度の差が認められるので,上 記材積表を使用 して求めた各直径階別材積について推定値か らの実

測値の偏差をしらべて,そ の誤差率(残 差の百分率誤差)を 計算 した(表7)。 また一方実材積の

推定材積に対する回帰式を求めて,各 組の定数および係数を信頼楕円を利用 して同時に検定 した

(表7)。 この二つの方法により,当該林分に対 して適合度の高い樹高曲線式としてはNASLUND式

あるいはHENRICKSEN式 をあげることができる。なお各直径階の平均樹高が正確に測定されてお

れば,それと平均直径 とによって樹高曲線式を求める方法で充分な成果が上げられるといえよう。

ま え が き

最近の空中写真技術の進歩と近代統計学の発展とにより,森 林調査方法も新 しい観点からの体

系の樹立が着々と進められてきたが,集 約な林業経営あるいは試験研究のための精密な林木測定

等においては,毎 木直径調査とならんで樹高測定が相変らず基本作業 として重要な役割を演 じて

いることは,誰 もが容易に是認するであろう。

また一般に林分材積の査定にあたっては,胸 高直径ならびに樹高を因子 とする2変 数材積表が

最 も多 く用いられているが,こ のような材積表は両因子の正確な測定が行なわれてはじめて価値

あるものとなるのであって,こ れらの測定誤差に対す る解明はきわめて重要な問題であるといえ
1>2,3)

よう。 しか しなが ら,直 径測定誤差に関してはこれまでに多 くのす ぐれた研究成果が発表されて

いるが,測 定因子の一つである樹高については研究 も少なく,と くに最近開発される新 しい測高

器を用いた場合の測定誤差は数量的にはっきり把握されていないのが現状である。

本研究は林分構造要因を的確かつ迅速に知ることは,森 林生産量などの推定に対 し正しく基礎

的かつ不可欠の資料を与えるものであるとの見地か ら,樹 高を求める際に生ずる各種の誤差を実

証的に解析 しようとしたものであって,こ こではその研究の一環として樹高曲線式の選択,計 算

が林分材積の推定に及ぼす影響について考察を行なった。すなわち抽出された標本木の樹高が正

確に測られても,樹 高曲線を描いて各直径階の推定樹高を求め,さ らに林分材積を知ろうとする

ときには,標 本抽出誤差ならびに直径測定の誤差,樹 高測定の誤差,材 積表の誤差などの非標本

誤差等多くの要因によって誤差を生 じるので,林 分材積推定に及ぼす影響についても充分考慮し

なければならないが,今 日までにこの問題について解析を試みたものは比較的少なく,ま して材

積表の誤差 との関連において論 じるものは皆無に近いのである。本研究では正確な実測資料が数

多く得 られたので,こ れをもとに して以下に述べる方法によって上記諸問題について考究 しよう

としたものである。

本研究の遂行およびとりまとめにあた り,終 始御指導 と御鞭達を賜わった京都大学農学部岡崎

文彬名誉教授,佐 野宗一前教授ならびに資料収集 ・計算にあたって直接 ・間接に御協力をいただ

いた山本俊明講師および芦生演習林職員各位に対し深 く感謝の意を表する。

1試 験 の 方 法

京都府北桑田郡美 山町字芦生 所在の 京都大学農学部 芦生演習林に隣接 して 四明会記念林があ

る。 この森林は海抜360～630mの 地域を占め,面 積は12.340ha .,北 ないし北東 斜 面で,

平均傾斜は約35° である。山麓に位置するスギ人工林(一 部群状にヒノキ混交)を 試験区1お よ



び皿として選んだが,他 は混交天然生林で,主 な樹種 としては針葉樹ではスギ,モ ミ,広 葉樹で

は上木としてアカシデ,イ ヌシデ,ウ ラジロガシ,コ ナラ,ク リ,ミ ズメ,ト チノキ,ホ ゥノキ,

ヶヤキなどが,下 木 としてはアセビ,ヌ ルデ,ヤ マァジサイ,ク ロモジなどが生立している。

四明会の事業計画に基づき,人 工林は昭和41年5月(試 験区1,林 令64年),42年5月(試 験

区∬,林 令65年)の2回 にわた って皆伐されたので,代 倒 と同時に全林木について常法により区

分求積を行ない,こ れを今回の解析に供することとした。なお両試験区ともそれに先立つ間伐お

よび前年または前々年の風倒木処理などによって,か なりの本数減少がみられるが,そ れぞれの

直径 ・樹高階別本数は表1～3の とおりである。

なお外観的には試験区1と 皿とでは差異は判然としていないので,同 一林分とみな して測定す

る場合が想定され,こ れについては2林 分を合わせた形皿として取扱うこととした。

各試験区の概要を面積および林分の構造(胸 高直径分布,樹 高分布および材積)に ついて示す

と表4の ようになる。

表4か ら直径の 変動係数にくらべて,樹 高のそれは いずれの試験区においてもやや小さいこ

と,直 径分布は試験区1で は相対的非対称度で示す と,負 の非対称分布(右 傾分布),試 験区五

では正の非対称分布(左 傾分布)で あり,こ れらと総合 した形の試験区皿においては1と 同じ右

傾分布であることが明 らかになった。また相対的尖度によって尖 りの程度をみてみると,1は 鈍

峯,皿 は正規分布に近 く,皿 はやや鈍峯分布であるといえよう。なお皿と皿Aと の間では5年 間

の取扱い等によって本数減少がみられたほか,対 称分布か ら左偏型に進んでいた。樹高分布につ

いては歪度,尖 度からみて直径分布 とほぼ同 じ状態が各試験区において認め られた。
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表1直 径 ・樹 高 階 別 本 数 表(試 験 区1)

Table1.Tableofdiameterandheightdistribution(ExperimentalplotI)
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表2直 径 ・樹 高 階 別本 数 表1(試 験 区II.)

Table2.Tableofdiameterandheightdistribution(ExperimentalplotII)
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表3直 径 ・樹 高 階 別 本 数 表(試 験 区 皿)

Table3.Tableofdiameterandheightdistribution(Experimentalplot皿)
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表4試 験 区 の 概 要

Table4.Outlineofexperimentalplots

 

試 験 区1試 験 区 試 験 区 試 験 区
ExperlmentalExperimentalExperimentalExperimental

PlotIplotIIplotIIAplot皿(1十II)
-

Area(hO.9761.1780.7502.154

Num、 。,。,、,ees数3692554・4624

N。 盤 轟ee?,er、 。警。,e378・ ・657929・

Meandmeter(cm28.2734.6133.2930.86

墓。nd。艦 。舗 差 ・・.・・7.488.259.84

。。。富。翻,魏,ion%)36・82・ ・624.83…

Sk。wness(、 客 ●i・82・ …4・ ・67-o.…

K,。,、。、、s(。 客 ・・3972・883・ ・8・・2・75・

Meanhe、gh,樹(m)・8.・ ・23.922・ ・77

St.。nd。艦 。舗 差 ・.273.385.29

。。。艦 潔,護 。ria、糖%)・8…4.・25・ ・

Sk。_s(SK)一 ・・7260.… 一 ・・845

Ku,,。,、s(aa)・ ・3932・6293.・ ・8

Me。 、u,譜 。。lume(m3)256・2589・88.・ ・78544.6667

V雛,盗 、£ 認 緯 ・)262・56244.83252・86

注)試 験区1は スギのみ,IIは スギ以外に ヒノキ(16本,6.3756)が あるが,表 には掲上 して ない。

試験区IIAと は試験区II内 に昭和37年12月 毎木調査 の作業能率,疲 労度等の 研究4)の ため設定 さ

れた もの

非標本抽出誤差の一つ材積表の誤差を極力小さくすることによって,標 本抽出誤差の解明を容

易にすることができると考えられるので,若 干の現行 立木材積表の適合性の 検定を 行なった後

で,試 験地ごとにそれぞれの材積回帰式を定め,そ のうちの総合された形皿の回帰式に基づいて

作成されたものを芦生地方スギ立木幹材積表 として採用することとした。

次に実測された直径 と樹高の値を用いて,い くつかの樹高曲線回帰式により各直径ごとの推定

樹高を求め,こ れと実測樹高との間の偏差をみることにより,樹 高曲線式の誤差を論ずるととも

に,直 径階 ごとの推定樹高を求め,こ れによって上記材積表か ら得た直径階別推定材積に対する

実測材積の回帰式を求め,各 組の定数および係数を同時検定 して∴この両者により樹高曲線の描

き方が林分材積の推定に及ぼす影響を明 らかにしようとした。



106

2現 行 立 木材 積表 の適合 性 の検定

.1)現 行立木材積表

現在用い られている材積表のうちで検定の対象 とすることができるのは,次 の4つ の材積表で

あると考え られる。ただし④は立木密度,保 育等が全然異なる吉野地方スギに対 して調製 された

もので,適 合性の検定 というよりはむ しろ完満度等を比較対照するために対象 として選んだもの

である。

① 林野庁計画課編:立 木幹材積表一西 日本編一近畿 ・中国 ・石川 ・福井地方スギ(山 陰一

人工林(の))

v:材 積(m3),1):直 径(cm),H:樹 高(m)以 下同じ

直讐 囲 材 積 式

一
4以 上logV=5.80793十1.826961091)十 〇.9922710gH

.「

一

② 京 都 府 農 林 部 林 務 課:山 国地 方 スギ 立 木 幹 材 積 表(の)

材 積 式logV=5.7180十1.7985.logI)十1.107010gH

③ 本 吉,本 城,妹 尾:大 野演 習林 スギ 人 工 林 立 木 幹 材 積 表(の)

材 積 式109V=5.770543十1.76349710gL)十1.10541410gH

④ 奈 良 県 林 業 指 導 所:吉 野 地 方 ス ギ 立 木 材積 表(の)

直鴨 押 材 積 式

一
20以 下logV=5.86158十1.916131091)十 〇.8733510gH-
20～30109V=5.51444十2.017051091)十1.0416610gH

-
30以 上logV=5.78941十1.9454310gD十 〇.8972510gH

2)材 積 表 の適合 性 の 検 定 方 法 お よび結 果

い まy軸 に 区分 求 積 に よ り得 た実 材 積,x軸 に 材 積 表 材 積 を と り,そ れ ぞ れ 相 対 応 す る 点 を

定 め る と,す べ て の材 積 表材 積 と実材 積 が一 致 す る と き は,原 点 を通 る45° の直 線 上 にす べ て の

点 が 乗 るは ず で あ る。 しか し通 常 この よ うに な らず,こ の直 線 の上 下 に散 らば り,一 般 に関 係 式

y=a十bxが 得 られ る。 した が って 標 本 よ り推 定 した ∂ とbの 値 がa=0,6=1と 有 意差 が あ

るか ど うか を 検 定 して み れ ば よ い ことが わ か る。 この た め に はa,bを 別 々 に検 定 す る方 法 と,

同 時 に 検定 で きる方 法 とが あ り,後 者 はyとxの 両 者 の平 均 だ け で な く,y,xの 全 体 の 傾 向 も

検 定 で き る とい う回 帰 特 有 の長 所 を備 え て い る ので,最 も よい もの と考 え られ,ま た 検 定 力 も最

も大 で あ る 。 この た め に は次 式

(n-2)[n(a-a)2十2Σ κα(¢-a)(b一(れへ)の十(Σ κ。2)(//)2(れバ)]1
1F

o--n..

2Σ(ya-¢ ‐bxa)2
1

で 求 め た値 を,自 由 度(2),(n-2)のFの 値 と対 比 す る こと に よ って 行 なわ れ る(の)。

な お適合 性 の検 定 に あ た って は,試 験 区1お よび 皿の 資料 を一 括 して供 試 した 。
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表5現 行 材 積 表 の 適 合 性 の 検 定

Table5.Testofgoodnessoffitofstandardvolumetable

稚 轡 躍 欝 胤 謙 回 帰.式E㌦ 評 騰 盤,
tabl・ ・・…dd'ameterg(cm)「adem・ ・・…1・Reg「 ㏄s'°nequat1°n・ ・g・…ance°fv°lumetable

6～2094s=-0.0047十1.1119x51.54**否unfit

亀 畿 地 方22-・ ・444y=一 ・・…8+…63・x・2・ ・74**否un・ ・

・Kinki塞 調86
6241ゴ:°173+10011+1:°715xO628x}・34.°1**03.22**unfitunfit

-… …1

6～2・941s-一 ・.・…+・.05・8x「 ・4.96**否un丘 ・

0国 地 方:22-・ ・444s-・ ・…3+0 .9972x3・87*否 ・nfi・

Y。m。guni42～58,86s=0・0441+0.9769x° ・25適 丘t

全totall624y=().0107+0.9951x3.28*否un丘t

-

6～2・94i9=一 ・,・・25+・ 。・48・x」9.05**否unfi・

騙 演 酬22-・ ・444D-・ ・…6+・ …3・xl…5適 ・・

O。 。42～5886s-0・0165+0.9977xO・40適 丘・

1全t・t・1624y=0・0012+1・0044x2・08適 丘t-
!6～2094s=-0.0059+1.0506x5.01**否un丘 ・

鬼 野 地 方122-・ ・444y-一 ・・…7+0.9873x・ ・27**否un・ ・

Yoshino42～5886s=0・0101十 〇・9541x16・36**否unfit

全total6241ク=0.0060+0.9631x
,69.08**否unfit 

x:材 積 表 材 積Volumeestimatedbymeansofstandardvolumetable

y:実 材 積Measuredvolume

検 定材 積 表,直 径 階 範 囲別 の 回帰 式 お よ び検 定 結果 を示 す と,,表5の とお りで あ る。

表 か ら も明 らか な よ うに,① 近 畿 地 方,④ 吉 野 地 方 はす べ て の 直 径 級 に お いて,き わ めて適 合

性 が悪 く,一 般 に① は主 要 直 径 よ り大 き い直 径 の木 に 対 して は 過 小 値 を,④ で は 過大 値 を 与 え て

い る こ とが わ か っ た。 吉 野 地 方 で は立 木 密 度 も大 で あ り,回 数 の 多 い 間伐,枝 打 ちな ど集 約 な保

育 を 行 な う こと に よ って 完 満 無 節 の 材 の 生 産 を 目標 と して い るの に 反 して,こ の芦 生 地 方 で は こ

れ ま で植 栽 密 度2,500本1ha程 度,比 較 的 粗放 な施 業 に よ って い た ので,こ れ が 幹形 ひい て は材

積 の 差 と な って現 わ れ た もの で あ ろ う。 ちな み に 上 と同 じ資 料 に つ い て 直径6～20cmの もの

の正 形 数(zo・s)を し らべ た と こ ろ,0.514±0.041で あ って,放 物線 体(zo.g-0.555)と 円錐
ion

体(λo.g=0。407)の 中間にあるが,ほ ぼ同年令の吉野スギについての報告の値と比較すると,最

も尖形の群に属す ることになる。 吉野地方ではZO.9=0.560～0.590す なわち放物線体にくらべ

てもやや完形を示すものがあるといわれているので,材 積表の適合性の検定において上記のよう

な結果が得 られたのは当然であるといえよう。場所的に比較的隣接 している②山国地方において

も④に似た傾向が認められ,一 部を除いて適合 しないといえよう。③京都府立大学農学部大野演

習林はさらに近 く同じ美山町内にあり,そ こで作成された材積表は芦生スギの6～20cmの 小径

木に対 しては適合 しないが,そ れ以上の直径を有する林木に対 しては適用可能であることがわか

った。

本研究の目的は,材 積表誤差を極力小さくした上で,標 本誤差の一つである樹高曲線誤差を検

討することにあるので,新 しく材積表を調製することとした。

なおヒノキ16本 について林野庁計画課編一近畿地方ヒノキ立木材積表(の)の適合性を検定 したとζ

ろ,次 のような結果が得 られて適用可能であることがわかった。
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j)=0.0005-1-1.0108x

Fo=0.281<3.7389(F214(o.05})

3芦 生 地 方 ス ギ 立 木 幹 材 積 表 の 調 製

現 在 ま で 本 学芦 生 演 習 林 に は ス ギ 人工 林 に つ い て の 立 木 幹材 積 表 は な く,上 に述 べ た材 積 表 を

利 用 す る ほか はな か った が,ほ とん どの もの が 適用 で きな い とい う結 果 が得 られ た こ と,お よ び

当演 習 林 の 人 工造 林地 が 年 々増 大 して い る現 状 に鑑 み,そ の蓄 積 ・生 長 量 を 的確 に把 握 す る た め

に も,独 自の,し か も正 確 な 材積 表 を もつ こ との 重要 性 が認 め られ るよ うに な り,こ れ は ま た本

研 究 の 目的 と も完全 に 一 致 した の で,新 た に芦 生 地 方 ス ギ 立木 幹材 積 表 を作 成 す る こ と と した の

で あ る。 も ち ろん 今 回 の 資 料 を 収集 した場 所 は きわ め て局 限 さ れ て い る の で,今 後 資 料 の補 完 に

よ って,よ り完全 な材 積 表 とす る必要 が あ る で あ ろ う。

胸 高 は1.2mと し,正 常 な状 態 に あ る伐 倒木 に つ い て,常 法 に よ り各 位 置 の 直 径 は直 交 す る

2方 向に つ い て2mm単 位,樹 高 は1cm単 位 で 測 定 した 。直 径 ・樹 高階 別 本 数 は表1～3に

示 す とお りで あ る。

材 積 表 を 作 成 す る場 合現 在最 も多 く用 い られ るの は,材 積 式 を選 択 して そ れ を最 小 二 乗 法 で 決

定 す る方 法 で あ り,材 積式 と して よ く用 い られ る もの を い くつ か挙 げ る と次 の よ うに な る。

(1)材 積 を胸 高 直 径 のみ の関 数 と して 表 わ した もの

①V=aDb(a,bは 定 数)

②V=αD2-bD(a,bは 定 数)

(2)材 積 を胸 高 直 径 と樹 高 の 関数 と して 表 わ した もの

③V=al)bj-jc(a,b,Cは 定 数)

山 本 和蔵 氏 が 一般 材 積 表 を調 製 す る 際 に提 案 した もの で,現 在 で は ほ とん ど の材 積 表 が

これ に よ って い る。

④V=a(D2H)b(a,bは 定数)

対 数 変数 結 合 式 と も呼 ば れ,相 対 生 長 関係 式 と して 用 い られ る。

この ほ か材 積 を樹 高 の み の 関 数 と して表 わ した もの,胸 高 形 数 を用 い て算 出す る場 合 の胸 高 形

数 を 求 め る公 式,胸 高 直 径,樹 高 お よ び形 状 級 の 関数 で表 わ した もの な ど が あ る。

参 考 ま で に 各試 験 区 の資 料 を用 い て計 算 した各 材 積 式 の精 度 を残 差 の百 分 率 誤 差 で 示 す と,次

の よ うに な る。

① 回 帰 式 残 差 の百 分 率 誤 差(00)

試 験 区IlogV--3.963202十2.5557341091)13.68

iiIIlogV=-3.542572-2.31586010gD12.64

〃 皿logV=-3.970475十2・5758611091)15・38

0

試 験 区IV=0.0010101)2-0.0076821)12.13

iiIIV=0.001162D2-0.009313D12.78

〃 皿V=0.0011041)2-0.0090991)14.44

0

試 験 区IlogV--4.201499-1.82847110gI)十1.01492710gH5.86

〃 皿logV=-4.207904十1.7601611091)十1.10291310gH6.13

〃 皿logV=-4,222381-{-1.7866871091)十1.08113410gH6.05
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④

試 験 区IlogV=-4.187634十 〇.94169810g(1)zH)6.01

〃1【IogV=-4.121070十 〇.929558109(1)2H)6.35

〃 皿log7=-4.198125十 〇.94542310g(1)2H)6.33

この よ うに 測 定 因子 と して,直 径,樹 高 の2変 数 を用 い た材 積 式 の方 が よ り高 い精 度 を あげ る

乙 とが 期 待 され るの で あ って,こ こで も③ を 採用 す る こと を決 定 した ので あ るが,同 時 に 正確 な

樹 高 測 定 と樹 高 曲線 の 描 き 方 もま た 林分 材 積 査 定 にお いて,そ の精 度 向 上 に 大 き く寄 与 して い る

ので あ る。

立 木 材 積 表 の 作 成 方 法 は,林 業 試 験 場 経 営 部 「立 木 材積 表調 製 法 解説 書(の)」に 基 づ い て 行 な っ

た。 す な わ ち③ 式 の 解 法 は 対 数 計算 を用 い,回 帰 方程 式 の組 織 的 解 法 に よ っ たが,そ の 際 得 られ

た0乗 数 お よび 残 差 分散 等 に基 づ い て,ま ず 異 常 な もの の 棄却 を行 な った。 つ いで 棄 却 ず み 資

料 に つ い て は,10cm直 径 級 ご とにb,Cを 決 定 し,各 級 で 回帰 係 数 の差 の 検 定 を行 な って,差

が な けれ ば 級 を 合 して 材積 表 を 調 製 す るの で あ る。 こ こで は試 験 区1お よ び 豆 につ いて は,マ イ

ヤ ー の 修 正 係 数 に よ る補 正 を 行 な って得 られ た 回 帰式 の み を示 す が,そ れ らを総 合 した形 の 皿の

結 果 は芦 生地 方 ス ギ 立 木 幹 材積 表 と して 採用 す る こ と とす る の で,式 の ほか に表 と して も掲 げ る

こ と と した 。

試験区 直鴨細 材 積 式 匝 鮮

16～54109v=-4.295142十1.8978611091)→-1.011794109H5.21

1118～58i°gV=-4148198+1.729536'°gD+1鵬135'°gH5.52

1
6～101109v=一 一4・300906十2.0219461091)十 〇・91262410gH!6・82

トIH
,I I

12～58109V=-4.272555十1.8207741091)十1.08089810gHI5.27

i

上にも述べたように,資 料収集区域が局限されていること,お よびとくに小径木の数が少ない

ので,今後補完することによって完全な地方材積表とする必要があるであろうが,演習林内か ら得

たスギ資料についてこれを検定した結果では充分適用できることを示 したことを附言 しておく。

4樹 高 曲線 式 の精 度お よ び林 分材 積推 定 に及 ぼす樹高 の影 響

林分材積推定にあたっては,胸 高直径を毎木調査 して,そ の中か らできるだけすべての直径階

にわたるように標本木を抽出して樹高を測定 し,直 径を横軸に,樹 高を縦軸にとってグラフ上に

プロットし,平 滑な曲線をフ リー ・ハン ドもしくは移動平均法によって引くか,ま たは適当な実

験式をあてはめて樹高曲線を描 く。これから直径階に応ずる樹高を求め,二 変数材積表から直径

階に応ずる材積を知り,こ れにそれぞれ各直径階本数を乗 じて合計する方法が一般に用いられて

いる。 したがって樹高曲線をうるまでの過程において次のような誤差が入って くる。

(1)標 本抽出による誤差

(2)単 木の樹高測定誤差

(3)樹 高曲線を描 くことにより生ずる誤差
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表6試 験 区 別 各 樹 高 曲 線 式 の 回 帰 式 お よ び 誤 差 率

Table6.Regressionequationanderrorpercentageineachheight-diametercurveformulabyexperimentalplot

回 帰 式 お よ び 誤 差 率一 〇

試 § 難
、Reg「ess'°nequat'°nande「 「°「pe「centagc

讐轟 郵 賑 滋 蓋 灘1臨 滋 蓋 殴灘 賑 磁三蓋 嚢灘
10iH=…+(2

.25。9+DO.、553D)2・o.・ ・H=…+(2.、976+D-0.、56、D)2巨 ・ ・5か 一1.・+(2.、733+DO.、557D)21・ ・25
-一 一L

②H=(D1
.9928+0.、565D)2i10.・8倉 一(D1.9549-1-0.、569。)210.281i-(1.、 、89+DO.、566D)2・ …

…

③FI=1.・+、
.、842+呈 。、47D・0.23倉 一・ ・+、.、34、器 。、57。 …6巨 一・ ・+、.、536+DO.。 、56D・o.・9

11●KO
.99620.0174D10.17FI-0.9927-1-0.0180D10.13H-0.9636-0.0180D10.10

AAA
⑤H--17.819-}25.746310gD10.48H=-17.817+25.742610gD10・48H--16・582+25.08781091)10.63

.「._.一 一.一一」.「、-1.了

AAA

⑥10gH=0.234849+0.7164231091)10.4410gH=0,250737+0.707160]ogD10,3910gH=0.238535+0.81021210gl)10.55

AAA
⑦H-1.2+0.81791)-0.0063D210.07H-1,2+0.8198D-0・0063D210.07H=1・2+0.8084D-0。00601)210・06

罰r圃.一蝕1一一一「 [
i① 倉 一 …+(、.D8593-1-0.、554D)29・43倉 一 ・・2+(・.86・ ・+DO.・547D)2、g・27iH=・ ・2+(・.782・+DO.・56・D)1・:3・
1一 幽一一`〒

'

1②H-(、
.,、D57-0.、542D)29.・ ・H-(、.72。4+DO.、535D)2i9.28FI-(。 、D485+0.、548D)29.・ ・

.

③FI-・.・+。79、2£ 。2、、D・.421倉 一…+。 .D7868+0.。2。9万 ・.26倉 一 ・ ・+0.75。3番 。2、7D.;
1曲 一rr

II④ 悟 一D7+0 .・2・2D9.43HO.・ ・8・+D-0.・2・9D9.251H=0.6757+DO.…7D
I9.27



⑤FI=一 ・7.275+・6.922410・D9.・ ・H=一 ・7.467+…46610・D9.26`Fi

l-一 一 ・5.738310g・9.・ ・

1

⑥ め・FI=O.6・3232+o.・ ・385810gD19.44to・1i=4.6・ …9・o.・ ・5・9・to・Di9.2810ges=0.6472710.4754・910・D9.29._. .一一 一.....一..一_
^1.1.1

⑦Hニ1.2+0.9941D-0.00931)29.46H-1.2+0.9927D-0.0093D29.35・H=1.2+1.01821)-0.0096D29.59

し  一

①Ii=1.・+(2
.2821+D-0.、49、D)2,…8扇 一 ・・+(2.23。8+DO.、497D)2・ … 旨 一 ・ ・+(2.、838+号 、5。7D)2…2

-.._一 一11.一 一_、_

②H=(2
.。388+D-0.、5。3D)2旨 …iH-(2.。 。22.DO.、5。5D)2…41倉 一(。9363+D-0.、5、7D)2・ …91 -. 

し

③H=1.・+・ ・5・D5+0
.・135D・1.32身 一 …+・,・ ・4・D+0.・ ・43D

_・ ・.14.H=…+・ ・D368+0.・ ・42万 ・…-i
皿

一 ④HO.98・7+DO.・ ・58Dl…gl.FI=一 一DO.9483+0.・ ・63D・1.°7か 一 〇.9・42+DO.・ ・66D…2

1⑤H=-20.448+・ ・ …9・ ・Di・ ・23H=一 ・・464+・ …:一.・ ・ …9H=一 …29+・6.732・b・Dい ・29-.一 一 一1」一 一
AAA

⑥logH=0.232856+0,7299911091)11。6010gH=0.247785+0.72173510gZ)11.4810gH=0.229287+0.72624210gD11.75

i 
niinii..

⑦H=1.2+0.83461)-0.00591)211.08H=1.2+0.83581)-0.0059Dz11.03H=1.2+0.8200D-0.00561)211.07 r

ll
-

Height-diametercurveformula:

1QNASLVxn'sformula

②variedN?.SLUND'sformula

●Reciprocalformula

●variedReciprocalformula

QSHENRICKSEN'SfOI'IllU13

⑥varied.CfTOFF肌sandvnxSOESTformula

70TROREY'SfOTIri--1&

,三
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これらを総合 して取扱ったものとしては梶原(ユの)の研究があり,(3)に ついては樹高曲線式によれ

ば,よ く適合する樹高曲線式さえ使用すればきわめて標本に忠実な正 しい樹高曲線が 得 られ る

が,,フ リー ・ハンド法によると,そ の人の熟練度および標本木樹高の散 らば りによる樹高曲線の

描きやすさにもよるが,一 般にかなりの個人差を生 じ,し かも樹高曲線の誤差も大きいことを指

摘 している。

本研究では毎木実測の資料によることができるので,(1)お よび(2)は 論外 として,(3)の う

ちでもとくに樹高曲線式の適合性の問題をとり上げて論ずることに したい。

西沢( の)によれば,直 径のほかに林令をも加えた樹高曲線式は25の多きに及ぶが,こ こではその中

から比較的よく用いられ,ま た計算 も容易な次の5式 を選んだ。なお同じ式でも全樹高(H)の

ほかに胸高以上の樹高(H-1.2)を 用いたものもあるので,原 式と変式の2式 があることになり,

合計7式 となった。

①NA・LUND式H-・ ・2+(講D>2(姻 ・蹴 以下同じ)

② 同上変式H-(Da十bD)2

③ 逆 数 式H-…+。 搦

④ 同 上 変 式H-Da+bD

⑤HENRIcKsEN式H=a-FblogD

⑥SToFFELsandvANSoEsT変 式H=a1)b

⑦TROREY式H=1.2十aL)-bZ)2

しか しな が ら,こ れ らの式 は いず れ も理 論 的 根 拠 に 乏 し く,経 験 的 に 与 え られ た もの で,適 合

度 は そ の場 合 に よ り異 な る とい わ れ て い る ので,こ こで は 与(ユの)えられ た 林 分 に 限 って考 察 を進 め る

こ とにす る。 この よ うな実 験 式 の精 度 の 比 較 はHを 平 均 樹 高,Hiを 個 々 の樹 高,Hiを 樹 高 曲

線 式 で推 定 した そ れに 応 ず る値,nを 標 本 木 の数,pを 定 数 の 数 とす る と

・イ 魑 り・
n一ρ

で評価され,お 互いの比較は

P=_°__X100
(%)H

で行なうことができる(ユの)。

ところで梶原(ユの)も述べているよ うに,単 に樹高曲線を求めることのみで目的が終るのではなく,

断面積か ら材積への移行における各直径階の木の平均材積推定のための媒介役として位置づけら

れた樹高曲線を求めることに最終 目的があるということを配慮 しなければならない。さらに彼は

一林分内における各直径階の木の平均材積,本 数はともに異なり,し たがって,全 林分 内の木の

材積合計に対する直径階別材積の比率は異なる。一つの方法として,各 直径階にほぼ同数の測定

木を割 り当てるというや り方があるが,本 来ならばより大きい材積比率を占める直径階には,よ

り比率が小さい直径階 よりも多くの測定木を割 り当てるようにすべきだといえる。このような考

えに立てば,直 径階別材積に比例 さすのは現実に無理として,そ の材積と密接な関係を持つ直径

階別本数あるいは断面積に比例させて測定木本数を割 り当てるのが望ま しいと指摘 している。こ

の貝解にしたがって,本 研究でもこれに似た配慮を行ない,次 に述べるような方法によって,樹

高曲線式の適合度さらには林分材積推定に及ぼす影響について考察を加えることとした。
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A直 径および樹高実測値をすべて計算に用いたもの

B直 径階 ごとの¥/均直径 と¥/均樹高のそれぞれに本数で重みづけをして用いたもの

C直 径階 ごとの平均直径 と平均樹高を用いたもの(一 般に用い られる方法)

いずれの場合も上述の樹高曲線式について,最 小二乗法によってその定数を決定し,回 帰式を

求める。その結果に基づき全資料について,個 々の樹高(真 値)と この回帰式で推定 したそれに

応ずる値との偏りをしらべて,精 度の比較を行なったのである。それぞれの回帰式および誤差率

は表6に 示すとおりである。
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表からも明らかなように,各 樹高曲線式および処理方法による明らかな差は認められない。 こ

こで用いた樹高の値は実測かつ毎木測定によるものであるため,平 均樹高等 も母集団をよく代表

しうるものであり,し たがって処理方法による差がないのはむしろ当然であり,標 本木抽出等 に

ついて改めて検討する必要があるように思われる。また樹高曲線式の間に差が認あられないこと

は,逆 に正確な樹高測定がなされておれば,誤 差率だけからみれば式の選択は必ず しも重要でな

いことを示す ことになる。 しか しなが ら樹高曲線の1例 を図示すると図2の ようになり,実 測値

との間にかなりの偏 りを示すものもあるので,後 に述べるような方法によって解析することを試

みた。なお試験区間の比較によって林分構成状態によるものであろうと考えられる差が上の表か

ら認められるが,樹 高分布とくにその歪度と関係が深いかどうかは明らかではない。

図にも示されるとおり,樹 高曲線の推移は式によってかなり異なり,最 小および最大径におい

ては,式 による差は最高約3m,中 間においては約1、5m程 度 となっている。 したがって各式

とも全体として誤差を最小とするような曲線が描かれていることになり,誤 差率のみで論ずるこ

とはできない。 また回帰放物線であるTROREY式 においては,試 験区によっては最大径 よりも

前に極大点をとることがあり,不 自然な場合 もみられるので,生 物学的見地か ら曲線を修正する

ことを考えなければな らない。

表7直 径 階 別 推 定 材 積 の 誤 差 率 お よ び 回 帰 の 検 定

Table7.Errorpercentageandtestofregressionofestimatedvolumebydiametergrade

試 駆 樹舳 線 式1_,Er,。,percen、 。g。 諸!。 讐,。,、、g。、、,ante(F。)
ExperimentalHeightcurve

plotformula「A一 τ1rC・1・lC-一 一

①15.125.38i5.3・13.777・4.688・12・,42・**

②14.675.595,5211.036!6。054**!31,182**

●6.306.445.762.4504.073*2.214

105・684.195・9112・223「0.502'3・956*

●5.025.02j5.641.4080.3407.228**

07.768.326.69j3.479*5.002*3.528*

●j5.125.5515.583.766*6.928**110.613** -1_一
霧33:9°9033:9°90133:73731°0:1911911°0:1911911°.3190.311

③4.623,3412.8710.7220.0880,0561

皿104.623.423.510.7210.6260.001
E

°

0;ll鐵;.51.64.86{lllill}1;一 羅**
-

101…33…1・ …i・ ・34・ 「 ・・43・1・ ・43・

{Ol36:980535:2835145:畠1°0:°zO5:121:489609120:9°9958
皿 ④5.334.834.800.26011。02310,230i-iiiii

IIO3。9813,984.40・0,04010.04010.761

iO7.556.576.68'iO.1361i2.1420.210
1

1014…!・ ・7・4・784.・72*1…8・*3.…* 一 
1:ri223(o.05)=3.4221,F223(o.01)-5.6637

11:F218(o.osi=3.5546,F2ユ8(0.01);6.0129

HI:F224(o.05)=3.402£?,F224(o.01)-5.6136
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このような曲線の違いは材積推定においてどのように作用するのであろうか。なお樹高は1m

括約で示されるので,材 積表を用いる場合にはその四捨五入の誤差も入って くるが,こ こではそ

の分離は行なわず,慣 行に従った場合について考察することとした。上記の問題の解明にあたっ

ては次の2つ の方法によった。すなわちその1つ は各直径階の推定樹高と上記各材積表によって

求めた各直径階材積についての推定値か らの実測値の偏差をしらべて,そ の誤差率(残 差の百分

率誤差)を 計算する。その2は 各直径階別実材積の推定材積に対する回帰式を求めて,各 組の定

数および係数を信頼楕円を利用 して同時に検定する。 これは一般に全林材積を知りたい 場合で

も,同 時に直径階別あるいは径級別材積を正確に知ろうとすることを目的としているので,全 体

の傾向を検定する必要があるか らである。 このように1つ の方法だけでは,充 分に樹高曲線の描

き方による影響を明らかにすることができないものと考え られたので,両 者を併用す ることとし

たのである。 これらの結果を総括 して表7に 示す。

なお単木ごとについて材積表を用いて計算 し,直 径階 ごとに合計 した材積を上記の方法によっ

てしらべてみると,誤 差率および回帰の検定については次のようになる。

誤差率 回帰の検定(Fo)

試験区14.OlooO.642

試験区∬2.4300.435

試験区皿2.49%0.869

これは材積表の誤差のほかに,直 径,樹 高の括約誤差などが複合 されたものであるので,材 積

表を用いた場合のいわゆる推定誤差とは異なるものである。また当然のことながら新 しく調製 し

た材積表の適合性は良好であることを示 している。

表7の 結果か ら誤差率を試験区別にみてみると,皿 が最 も良 く,つ いで皿,1は 最 も悪いよう

に思われる。処理方法による顕著な差は認められず,直 径階ごとの樹高測定が正確に実施されて

おれば,一 般に行なわれている樹高曲線を求める方法(C)で 充分であるといえよう。またAと

Bは 表6の 定数 あるいはこの誤差率か らみてほとんど変 らない値をとるものがある。曲線式で

は試験区によって多少の違いがあるが,1お よび皿においては一般に誤差率の少ないものとして

NASLUND式(変 式を含む),HENRIcKsEN式,TRoREY式 の順にならぶが,五 ではHENRIcKsEN

式,逆 数式(変 式を含む),NASLUND式 の順位となる。誤差率の大きいのはいずれの区において

もSTOFFELSVANSOEST式 であるが,TRoREY式 は皿区では最も悪い結果 となっており,こ れ

は上述したような曲線の特性によるものと考えられる。

っいで回帰の検定によって式の適否をみてみることにする。ここで注目すべきは林分構造によ

るものと考えられる大きな差異のあることである。すなわち試験区1に おいては曲線式のいずれ

もが有意差のあることを表わしており,ま た一般に平均樹高によって求めたものの方が正しい値

を与えない場合の多いことを示 している。皿については⑦式のすべてが,]1に ついては⑦式の平

均樹高によるもののみが有意差のあることがppOJら れた。これらの結果から次のように推論でき

る。直径分布および樹高分布の標本特性値とくに尖度が正規分布 もしくはそれに近似 した形でな

い場合には,樹 高曲線式そのものの精度がよくても,林 分材積推定には大きな誤差を生 じるこ

とがある。 またHお よび皿のような構造をもつ 場合,一 般にTROREY式 は他に くらべて 不適

当である。 ただ し一斎同令林分の直径分布は,は じめ正規型であるが,漸 次左偏 していって,

CHARLIER-A型 からPEARsoN-1型 へ進む ものと推量されるといわれていること,お よび本(ユらラ)試験

林分の数がきわめて少ないことなどの理由か ら,同 令林のほか異令林を含めて,林 分構造,令 級

などについても考慮 したこの種の研究を行なうことによって,は じめて推論の確実性を増すこと

はいうまで もない。
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した が って こ こで は与 え られ た林 分 で の 結 果 こよ って 一 応 次 の よ うに述 べ て お く。 す な わ ち

上述 の 回帰 の 検定 と 誤 差 率 との 結果 を総 合 的 な 判 断 の資 料 と して 樹高 曲線 式 を選 ぶ とす れ ば,

HENRICKSENあ るい はNASLUND式(変 式 を 含 む)が 適 当 で あ り,つ い で逆 数 式(変 式 を含 む)

を あ げ る こ とが で き よ う。STOFFELSlriCIVANSOEST式 は他 に く らべ て 誤 差 率 が や や 大 き い こ

と,お よ び対 数 変 換 な ど の た め計 算 が煩 雑 で ある とい う理 由 か ら,採 用 順 位 は上 記 の もの の下 に

な る。

あ と が き

限 定 され た場 所 と限 られ た 資 料 に基 づ い て 行 な った本 研 究 の うち で,と くに樹 高 曲線 の描 き方

が林 分 材 積 に及 ぼす影 響 につ い て は,末 解 決 の 問題 が 多 い ので,再 度 検 討 す る必 要 が あ り,ま た

曲線 式 の 精 度 につ い て も同 じ こ とが い え よ う。

調 製 され た 芦 生 ス ギ 立 木 幹材 積 表 は,本 文 中 に も触 れ た が,芦 生 演 習 林 内 の他 の区 域 の 立 木 に

つ い ては 検 定 結 果 に よ れ ば 充 分 適用 で き る こ とが判 明 した。 よ り完 全 な もの とす る た め に と くに

小 径 木 の 資 料 を追 加 す る こ とを考 慮 しな け れ ば な らな いで あ ろ う。
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Résumé

  In this paper, the author, aiming to analyze various estimation errors which crop up 
in the measurement of tree height, one of the stand structure factors, studies the effect 
of selection and solution of the height-diameter curve formula upon the estimation of 
the stand volumes. 

 The goodness of fit of four standard volume tables was tested with the materials col-
lected from experimental plots of even-aged forests of Sugi  (Cryptomeria  japonica D. Don.), 
as is shown in Table 4. 

 The result, shown in Table 5, indicates that a new and more accurate volume table 
had to be constructed. Then, two formulae were chosen from both the one-variable 
and the two-variable volume formulae respectively, and the regression equation and
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its precision for each formula were examined. As a result, the formula shown below was 
chosen because its precision was highest. The standing tree volume table of Sugi in 
the Ashiu district was constructed on the basis of this formula. 

   Range of diameter                           VolumeformulaStandard error of 
 grade (cm)estimate  (%) 

      6 — 10 log  V=  —4.300906+2.021946  log  D-F  0.912624  log  H  6.  82 

      12 58 log  V=  —4.272555  +1.820774  log  D  +1.080898  log  H  5.27 

 Next, the precision of various height-diameter curve formulae was examined, and 
the result was that these formulae had a tendency to be affected by the stand structure, 
though no remarkable differences were found amongst them (Table 6). In each height-
diameter curve, however, there was about 3-meters difference at certain diameter grades 
as is shown in Figure 2. Then, volumes for each diameter grade were estimated ac-
cording to the volume table shown above, the deviation of the measured value from the 
estimated value was examined, and its error percentage (standard error of estimate) 
were calculated (Table 7). Moreover, the regression equation of the true volume to 
the estimated volume was established, and the regression constant and the regression 
coefficient of each set were tested at the same time, making use of the confidence ellipse 

(Table 7). Using these two methods, it has become clear that NASLUND'S formula and 
HENRICKSEN'S formula are highly suitable for this stand as a height-diameter curve formula. 
In passing, the height-diameter curve formula can be used satisfactorily, provided that 
it is measured accurately by the mean height of each diameter grade and by a mean 
diameter.


